
ＣＩＭの取り組み

ＣＩＭ （Construction Information Modeling) （土木分野）g)

「CIM」とは、計画・調査・設計段階から３次元モデルを導入し、その後の施工、維持管理の各段階
においても3次元モデルに連携・発展させ、あわせて事業全体にわたる関係者間で情報を共有する
ことにより、一連の建設生産システムの効率化・高度化を図るものである。

計画 設計 施工
維持
管理

国民国民

３次元モデルは、各段階で追加・充実され、維持管理での効率的な活用を図る。

計画 設計 施
管理

予算担当予算担当施策担当施策担当発注担当発注担当

ＩＣＴを核として施策・要素技術を統合
開発者開発者生産者生産者 受注者受注者

・情報の有効活用（設計の可視化）
・設計の最適化（整合性の確保）
・施工の効率化、高度化（情報化
施工）

国民

・コスト縮減
・品質管理
・環境施策

CIMCIMデータデータ
ベース等ベース等

建設生産システム改革
（計画 維持管理ま の

施工）
・維持管理の効率化、高度化 国民

施策担当
発注担当

生産者

受注者
・防災施策 等

ベ ス等ベ ス等
（計画～維持管理までの

ﾄｰﾀﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
開発者 予算担当

施策担当産者
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３次元モデルの連携 段階的構築

ＣＩＭの概念

３次元モデル
（設計レベル）

３次元モデル
（施工レベル）起 測量結果地 デ タ（ 次 ）

調査・測量・設計

【作成・追加するデータ】 【作成・追加するデータ】

３次元モデルの連携・段階的構築

施工（着手前）

（発注者）

（設計レベル） （施工レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地取り
付け等）

・干渉チェック、設計ミスの削減
・構造計算、解析
・概算コスト比較
構造物イ ジ 明確化

・干渉チェック、手戻りの削減
・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する方
が効率的なデータは概略
とする）

【得られる効果】 【得られる効果】
【得られる効果】

（発注者）

（自動積算）
・違算の防止

・工事数量算出（ロット割）
の効率化

・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

【得られる効果】
【追加するデータ】

施工中

次 デ 例
・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
安全の向上

（発注者）

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

【得られる効果】
【得られる効果】

【得られる効果】
・時間軸（４Ｄ）

【追加するデ タ】

３次元モデル例

３次元モデル ３次元モデル

施工（完成時）

・安全の向上
・設計変更の効率化

維持・管理

３Ｄ管理モデルの活用

【作成 追加す デ タ】 【作成 追加するデ タ】
３次元 デル
（管理レベル）

３次元 デル
（施工完了レベル）

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ等）
との連動

・施工情報（位置、規格、
出来形・品質、数量）

・維持管理用機器の設定

・施設管理の効率化・高度化
リアルタイム変状監視

・完成データの精緻化・高度化
【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

・リアルタイム変状監視
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ＣＩＭ導入による効果

合意形成が速くなる
・住民説明会
・工事説明会

設計ミスや手戻りが減る
・設計の可視化
・図面等の整合性確保

配筋シミュレーション住民説明会 ３次元
モデル
（概略）

・関係者協議（管理者・
警察等）

意思決定が速くなる
・三者会議（発注者－ゼネ
コン－コンサル）

・数量算出の自動化等
・違算の防止

比較・概略検討等が
容易になる
ル ト選定が容易

最適ルート選定

受発注者打合せ

調
査

３次元モデル

コ
ス
ト

コン コンサル）
・本局－事務所－出張所等
・受注者－発注者
・元請－下請

ＣＩＭと情報化施工
オペレ タ用

工
期

・ルート選定が容易
・概算コスト比較が容易
・国土地理院データの活用
・詳細設計への移行が容易

マシンコント
設計変更が容易になる

設
計 ３次元モデル

ト
縮
減施工性が向上し工期が

短縮できる
・施工計画書への反映

と情報化施
のデータ連携
・3次元データの共有
・情報化施工による現場の
高速化

・安全性・確実性の向上

オペレータ用

のモニター

作業履歴・状況
を表示

期
短
縮

複雑な施工
順序確認

マシンコント
ロール・数量算出の自動化等

施
工

・施工順序等の最適化
・現場内情報共有
・仮設等安全性向上 維

持
管

情報共有ツール

適確な
維持管理

避難経路

斜面勾配

工事現場の安全を確保
・作業現場内危険箇所の事前
チェックにより事故を防止

３次元モデル管
理センサー情報

モデル化素材

議論情報

etc
センサーデータ
ヘルスモニタリング

異常値を感知すると、メンバーへの
通知（アラート）が可能

アセットマネジメントシステムの確立・運用

維持管理
• 施工時の品質情報
やセンサー情報な
ど維持管理に必要
な情報をモデルに
追加することによる ３次元モデル

３次元モデル

維持管理における情報共有ツールのイメージ
追加することによる
維持管理の効率化

３次元モデル
（詳細）

世界最先端の建設生産システム⇒新産業の創出
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